
　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

は
、
１
９
９
９
年
制
定
の
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
に
お
い
て
目

的
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
「
農
村
の

振
興
」
と
「
多
面
的
機
能
の
発

揮
」
の
た
め
に
２
０
０
０
年
度
よ

り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
２０
年
度
よ

り
第
５
期
に
入
っ
た
。

　
こ
の
制
度
の
対
象
地
は
、
市
町

村
の
林
野
率
や
農
地
の
傾
斜
度
に

基
づ
き
指
定
さ
れ
、
交
付
金
は
５

年
間
の
農
地
維
持
を
約
束
す
る

「
協
定
」
に
基
づ
き
支
払
わ
れ
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
２１
年
度

の
実
績
は
全
国
で
２
万
４
１
７
１

協
定
、
５９
万
６
５
１
４
㌶
で
あ

り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
集
落
単
位

（
集
落
協
定
）
で
あ
る
。

　
中
山
間
地
域
で
は
平
地
や
都
市

近
郊
以
上
に
高
齢
化
、
過
疎
化
、

耕
作
放
棄
が
進
み
、
農
業
や
農
地

を
維
持
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
難

し
く
な
っ
て
い
る
。

　
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
見

直
し
に
関
す
る
議
論
の
中
で
は
、

昨
今
の
気
候
変
動
、
国
際
情
勢
、

肥
料
価
格
の
上
昇
な
ど
を
踏
ま

え
、
食
料
の
安
定
供
給
の
重
要
性

が
強
調
さ
れ
、
中
山
間
地
域
に
つ

い
て
も
「
多
様
な
複
合
モ
デ
ル
」

に
よ
っ
て
稼
げ
る
農
業
が
模
索
さ

れ
て
い
る
。
だ
が
、
水
源
か
ん

養
、
生
物
多
様
性
、
自
然
循
環
機

能
な
ど
、
中
山
間
地
域
の
農
業
が

本
来
、
有
す
る
「
多
面
的
機
能
の

発
揮
」
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
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中
山
間
な
ど
条
件
不
利
地
域

　
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か


